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名
古
屋
教
区
「
平
和
の
集
い
」

～
と
も
に
歩
む
・
私
た
ち
を
忘
れ
な
い
で
～

名
古
屋
教
区
平
和
旬
間

「
平
和
の
集
い
」
が
名
古
屋

カ
テ
ド
ラ
ル
布
池
教
会
で
、

8
月
7
日
、「
と
も
に
歩
む・

私
た
ち
を
忘
れ
な
い
で
」
の

テ
ー
マ
の
も
と
、行
わ
れ
た
。

松
浦
悟
郎
司
教
は
あ
い
さ

つ
で
、
１
９
８
１
年
教
皇
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
2
世
が
日
本
を

訪
問
し
平
和
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
こ
と
か
ら
、「
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
平
和
旬
間
」（
8
月
6
日
～

8
月
15
日
）
が
設
け
ら
れ
た

と
話
し
た
。　
　
　
　
　

第
1
部
の
は
じ
め
は
、「
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
活
動
と
故

中
村
哲
医
師
に
つ
い
て
」
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
名
古
屋
会
長

の
五ご

の
い井

泰
弘
さ
ん
が
話
し

た
。
戦
乱
に
よ
る
難
民
に
加

え
て
飢
え
に
よ
る
難
民
、
中

村
さ
ん
は
彼
ら
が
「
生
き

る
」
た
め
に
必
要
な
こ
と
を

し
た
。
井
戸
掘
り
、
用
水
路

建
設
と
。
医
師
・
技
師
・
看

護
師
の
養
成
に
も
力
を
注
い

だ
。
現
地
で
は
今
、
中
村
さ

ん
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、
医

療
・
農
業
・
灌
漑
用
水
路
・

緊
急
食
糧
支
援
は
滞
り
な
く

進
ん
で
い
る
と
い
う
。

続
い
て
ミ
ヤ
ン
マ
ー
の
現

状
つ
い
て
、
シ
ス
タ
ー
マ
リ

ア
が
証
言
し
た
。政
治
腐
敗
、

そ
れ
に
伴
う
経
済
活
動
不

能
、
軍
の
統
制
、
抑
圧
さ
れ

た
教
育
現
場
の
惨
状
が
伝
え

ら
れ
た
。
開
い
て
い
る
病
院

や
学
校
の
写
真
が
軍
に
よ
っ

て
流
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
見
せ
か
け
で
実
際
は
機

能
し
て
い
な
い
と
い
う
。
軍

に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
残

酷
な
迫
害
と
シ
ス
タ
ー
自
身

の
悲
惨
な
体
験
も
報
告
さ
れ

た
。ス

リ
ラ
ン
カ
に
つ
い
て

は
、ピ
リ
ス
プ
ッ
レ・ジ
ュ
ー

ド
神
父
が
体
調
不
良
で
欠
席

し
た
た
め
、
藤
本
正
夫
さ
ん

が
代
弁
し
た
。
相
次
ぐ
国
の

リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
政
治
的
腐

敗
と
コ
ロ
ナ
問
題
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
に
よ
る
経
済
危
機

で
、
今
ス
リ
ラ
ン
カ
は
困
窮

状
態
に
あ
る
と
い
う
。
観
光

に
よ
る
収
入
が
閉
ざ
さ
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
や
物
価
高
の

現
状
が
報
告
さ
れ
た
。

第
2
部
は
平
和
祈
願
ミ
サ

が
捧
げ
ら
れ
た
。
松
浦
司
教

は
説
教
で
、
平
和
を
考
え
る

時
「
キ
リ
ス
ト
の
平
和
」
と

い
う
ま
な
ざ
し
と
、
今

起
こ
っ
て
い
る
現
実
、

人
々
の
現
実
に
目
を

向
け
る
こ
と
、
こ
の
二

つ
の
ま
な
ざ
し
が
必
要

だ
と
述
べ
た
。
一
人
一

人
は
顔
を
持
ち
、
人
生

を
持
つ
か
け
が
え
の
な

い
一
人
。「
一
人
一
人

の
顔
を
取
り
戻
す
こ
と

が
平
和
の
原
点
だ
と
思

う
」
と
力
説
し
た
。
司

教
は
最
後
に
、「
祈
り

こ
そ
力
な
の
だ
が
、
そ

の
祈
り
に
意
志
を
込
め

な
い
と
い
け
な
い
」
と

示
唆
し
た
。

続
い
て
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
平
和
を
願
っ
て
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
国
旗
色
の
リ
ボ
ン

を
結
び
付
け
た
額
が
奉
納
さ

れ
た
。
ミ
サ
の
最
後
に
「
聖

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
平
和
を
願

う
祈
り
」
を
一
同
で
唱
え
、

平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
し

た
。な

お
、
当
日
証
言
者
が
配

布
し
た
資
料
は
、
別
送
に
て

各
小
教
区
に
送
り
ま
す
。

教
区
社
会
福
音
化
推
進
部

�

岡
村　

要

説教をする松浦悟郎司教

奉納された平和のパネルと、ウクライナ、ミヤンマー、
スリランカ、アフガニスタンの平和を願う折り鶴

名
古
屋
教
区
設
立
100
周
年

教
区
聖
年
（
２
０
２
２・２・13
～
２
０
２
３・５・28
）

　

�

神
か
ら
の
賜
物
（A

�G
IF
T

）
を
感
謝
し

新
し
い
時
代
へ

世
界
宣
教
の
日
・
献
金
　
10
月
23
日

　

こ
の
日
の
献
金
は
各
国
か
ら
ロ
ー
マ
教
皇
庁
に

集
め
ら
れ
、
世
界
中
の
宣
教
地
に
援
助
金
と
し
て

送
ら
れ
る
。

教区ホームページ

福音の
ひびき

10月の説教者

2 日　年間第27主日
フィラデルフィ・パヴォール

（南山教会）
9 日　年間第28主日

岩崎一二三
（布池教会）

16日　年間第29主日
森　智宏

（南山教会）
23日　年間第30主日

鄭　有喆
（押切・小牧・守山教会）
30日　年間第31主日
プルム・アーノルド

（瑞浪教会）

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
の
平
和
祈

願
ミ
サ
が
カ
ト
リ
ッ
ク
福
井

教
会
で
8
月
11
日
、
主
司
式

の
松
浦
悟
郎
司
教
と
北
陸
ブ

ロ
ッ
ク
の
神
父
た
ち
の
合
同

司
式
で
捧
げ
ら
れ
た
。
信
徒

ら
約
50
人
が
参
加
。

松
浦
司
教
は
あ
い
さ
つ
で

「
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
旬

間
」を
定
め
た
由
来
を
話
し
、

「
今
、
平
和
が
壊
さ
れ
て
い

く
厳
し
い
現
実
の
中
、
キ
リ

ス
ト
の
平
和
を
心
か
ら
祈
り

た
い
」
と
述
べ
た
。

松
浦
司
教
は
説
教
の
中

で
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

言
葉
「
戦
争
が
あ
る
か
ら
橋

名
古
屋
教
区
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

平
和
祈
願
ミ
サが

壊
れ
る
の
で
は
な
い
。
橋

が
壊
れ
た
と
こ
ろ
に
戦
争
が

起
こ
る
」
を
引
用
し
て
次
の

よ
う
に
語
っ
た
。「
こ
の
橋

と
は
人
と
人
、
国
と
国
と
を

つ
な
ぐ
も
の
で
あ
り
、
戦
争

が
起
こ
る
前
に
す
で
に
長
い

時
間
を
か
け
て
壊
れ
て
い
っ

た
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。
和
解
す
る
た
め
に
過
去

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
壊
さ

れ
た
橋
＝
信
頼
を
回
復
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
西
側
東
側
の
対
立
や
、

南
北
の
格
差
な
ど
の
壁
を
残

し
た
ま
ま
で
、
双
方
か
ら
一

緒
に
な
っ
て
回
復
さ
せ
る
こ

と
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
」。

ま
た
平
和
旬
間
の
今
年
の

テ
ー
マ
「
と
も
に
歩
む
、
私

た
ち
を
忘
れ
な
い
で
」
か

ら
私
た
ち
は
新
た
な
問
題
が

起
こ
る
と
、
そ
れ
以
前
の
こ

と
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち

で
、
今
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
こ

と
が
前
面
に
出
て
話
さ
れ
る

が
、
布
池
教
会
で
行
わ
れ
た

「
平
和
の
集
い
」
で
証
言
し

た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
今

も
続
く
悲
惨
な
現
状
を
紹
介

し
、「
私
た
ち
を
忘
れ
な
い

で
」
に
焦
点
を
当
て
て
話
し

た
。「
キ
リ
ス
ト
の
根
本
的

な
教
え
は
一
人
一
人
の
顔
と

向
き
合
う
こ
と
で
あ
り
、
顔

の
な
い
数
字
で
は
な
い
。
戦

争
で
何
人
の
人
が
亡
く
な
っ

た
、
何
万
人
の
人
が
飢
え
て

い
る
、
と
数
字
に
ば
か
り
目

が
い
っ
て
い
な
い
か
？
」
そ

し
て
今
日
読
ま
れ
た
福
音

「
七
の
七
十
倍
赦
し
な
さ
い
」

で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
赦

し
と
和
解
の
必
要
さ
を
説
い

た
。奉

納
の
儀
で
は
民
族
衣
装

を
ま
と
っ
た
3
人
の
ベ
ト
ナ

ム
人
女
性
が
ベ
ト
ナ
ム
音
楽

に
の
せ
て
奉
納
し
た
。
ま
た

名
古
屋
教
区
平
和
旬
間
の

「
平
和
を
祈
ろ
う
」
の
パ
ネ

ル
も
一
緒
に
奉
納
し
た
。
閉

祭
で
は
「
ア
ッ
シ
ジ
の
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
に
よ
る
平
和
の
祈

り
」
を
全
員
で
唱
え
た
。

＋
主
の
平
和

こ
れ
ま
で
長
浦
教
会
で
主

任
司
祭
と
し
て
働
い
て
く
だ

さ
っ
て
い
た
松
本
勝
男
神
父

様
は
病
気
治
療
の
た
め
神
言

神
学
院
へ
異
動
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
回
復
さ
れ
る

よ
う
に
お
祈
り
し
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
長
浦
教
会
へ

は
神
言
会
か
ら
左
記
の
通
り

司
祭
を
派
遣
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

記

長
浦
教
会　

小
教
区
管
理
者

ト
マ
ス
大お

お

川か
わ

好よ
し

洋ひ
ろ

神
父（
神

言
会
）

期
間　

２
０
２
２
年
9
月
1

日
よ
り
２
０
２
３
年
3
月
末

ま
で
。

（
4
月
以
降
は
新
た
な
人
事

異
動
と
な
り
ま
す
）

福
井
教
会

ベトナム民族衣装を着て奉納する3人のベトナム女性

松浦司教と共にベトナム人共同体

人
事
異
動
の

お
知
ら
せ

教
区
司
教
　
松
浦
悟
郎

「アフガニスタンの
活動と中村哲医師に
ついて」

五井泰弘さん

「PRAYER SERVICE FOR 
THE PEACE OF MYNMAR」

（ミャンマーの平和の祈り）
シスター・マリア

「スリランカの状況」
を代読する

藤本正夫さん

名古屋教区設立100周年
教区聖年活動企画

「学び」名古屋教区100年の宣教の歩み

A】テーマ「濃尾崩れ」
講演者　浅井太郎神父
①期　日　10月10日（月・休日）　10：00～
　場　所　カトリック主税町記念聖堂
　　　　　名古屋市東区主税町3－33
②期　日　11月27日（日）　ミサ後
　場　所　カトリック福井教会
　　　　　福井市宝永3－2－3

B】テーマ「近現代史100年の中の名古屋教区」
講演者　Sr. 三好千春
　期　日　11月3日（木・文化の日）10：00～
　場　所　カトリック東山教会
　　　　　名古屋市東区唐山町1-52
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名
古
屋
教
区
設
立
100
周
年
を
記
念
し
て

名
古
屋
教
区
内
の
女
子
修
道
会
・

在
俗
会
の
紹
介
シ
リ
ー
ズ
（
第
３
回
）

「
聖
マ
リ
ア
の
無
原
罪
教
育

宣
教
修
道
会
」

日
本
に
お
け
る
宣
教
活
動

は
１
９
５
３
年
8
月
、
ス
ペ

イ
ン
総
本
部
か
ら
派
遣
さ
れ

た
三
人
の
会
員
の
来
日
に

よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
１
９

５
５
年
5
月
、
当
時
の
松
岡

名
古
屋
教
区
長
様
に
招
か
れ

て
、
主
税
町
、
大
喜
町
へ
と

居
を
移
し
た
。
１
９
５
７
年

12
月
に
現
在
の
園
山
町
に
修

道
院
が
完
成
し
、
日
本
に
お

け
る
本
部
修
道
院
及
び
修
練

院
と
な
っ
た
。
翌
１
９
５
８

年
4
月
に
は
聖
マ
リ
ア
幼
稚

園
が
創
立
さ
れ
た
。

１
９
６
２
年
秋
、
幼
稚
園

の
遠
足
で
岐
阜
公
園
に
出
か

け
た
際
、
何
人
か
の
マ
ド
レ

ス
シ
ス
タ
ー
が
教
会
を
訪

ね
、
聖
心
布
教
会
の
ク
ア
ー

ク
神
父
様
に
お
会
い
す
る

と
、
即
座
に
学
校
を
創
る
よ

う
に
と
勧
め
ら
れ
た
。
翌
年

4
月
に
は
聖
マ
リ
ア
女
学
院

高
等
学
校
の
入
学
式
が
行
わ

れ
た
。
１
９
８
７
年
中
学
が

併
設
さ
れ
現
在
に
至
る
。

１
８
９
２
年
の
修
道
会
創

立
以
来
、
創
立
者
聖
カ
ル
メ

ン
・
サ
ジ
ェ
ス
が
神
か
ら
委

ね
ら
れ
た
使
命
は
教
育
を
通

し
て
の
福
音
宣
教
で
あ
り
、

無
原
罪
の
聖
マ
リ
ア
は
全
修

道
会
と
各
会
員
が
そ
う
あ
り

た
い
と
望
む
完
全
な
理
想
像

で
あ
る
。

幼
稚
園
と
中
学
高
校
で
の

教
育
が
主
な
使
徒
的
活
動
で

あ
る
が
、
各
修
道
院
が
所
属

す
る
小
教
区
や
近
隣
の
教
会

や
本
修
道
院
で
の
、
土
曜
学

校
、
日
曜
学
校
、
聖
書
ク
ラ

ス
、
カ
テ
キ
ズ
ム
等
を
創
立

以
来
継
続
し
て
い
る
。

参
考

修
道
会
名　

聖
マ
リ
ア
の
無

原
罪
教
育
宣
教
修
道
会
（
Ｒ

Ｃ
Ｍ
）

修
道
会
本
部　

ス
ペ
イ
ン　

マ
ド
リ
ー
ドア

ジ
ア
管
区
本

部　

韓
国　

ソ

ウ
ル
（
２
０
１

８
年
よ
り
）

修
道
会
創
立　

１
８
９
２
年
12

月
7
日　

ス
ペ

イ
ン　

ブ
ル
ゴ

ス創
立
者　

聖
カ

ル
メ
ン
・
デ
・

ヘ
ス
ス
・
サ

ジ
ェ
ス

２
０
２
２
年
度

東
海
地
区
一
粒
会
の
集
い

「
神
様
は
あ
る
日
『
は
い
』

と
答
え
る
時
を
慈
し
み
深
く

待
っ
て
お
ら
れ
る
」

6
月
26
日
、「
一
粒
会
の

集
い
」
が
岡
崎
教
会
に
て
行

わ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
2
年

間
中
止
と
な
り
、
3
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
。
し
か
し

ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
な
の
で
人
数

制
限
を
設
け
、
ミ
サ
中
の
応

答
は
先
唱
者
一
人
が
唱
え
、

歌
は
合
唱
隊
の
み
が
歌
い
、

恒
例
の
ミ
サ
後
の
茶
話
会
も

行
な
わ
な
か
っ
た
。盛
大
さ
、

賑
や
か
さ
は
極
力
抑
え
ら
れ

た
が
、
110
人
も
の
参
加
者
が

あ
り
、
2
年
分
の
祈
り
と
思

い
が
寄
せ
ら
れ
た
祝
福
に
満

ち
た
集
い
と
な
っ
た
。

第
一
部
の
講
演
会
は
、
窄さ

こ

口ぐ
ち

松ま
つ

雄お

神
父
（
石
川
地
区
宣

教
司
牧
チ
ー
ム
）
が
召
命
に

現
在
東
京
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学

院
に
名
古
屋
教
区
神
学
生
が

1
人
在
籍
し
、
続
く
第
二
、

第
三
の
神
学
生
の
可
能
性
も

あ
る
こ
と
、
そ
し
て
終
身
助

祭
が
現
在
1
人
養
成
中
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。
次
に
教
区

青
少
年
司
牧
担
当
の
伊
藤
大

有
神
父
か
ら
、
将
来
の
司
祭

召
命
の
期
待
も
含
め
、
現
在

活
動
し
て
い
る
青
年
会
、
中

高
生
会
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

「
彼
ら
が
教
区
内
の
若
者
の

活
動
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
の

で
、
一
般
信
者
の
皆
さ
ん
も

温
か
く
見
守
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
理
解
の
広
が
り
を
呼
び

掛
け
た
。

聖
堂
に
入
れ
ず
ホ
ー
ル
で

ミ
サ
に
与
っ
て
い
た
人
た
ち

は
、
ミ
サ
を
終
え
退
堂
し
て

き
た
司
教
の
元
に
集
ま
り
祝

福
を
い
た
だ
い
た
。
司
教
の

心
の
内
に
燃
え
る
神
様
の
愛

に
ふ
れ
た
よ
う
で
皆
、
喜
び

で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
今
回

岡
崎
教
会
で
開
催
で
き
た
事

を
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

�

岡
崎
教
会　

小
林
加
代
子

　

一
粒
会
特
別
会
計
２
０
２
１
年
度
の
会
計
報
告
を
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。�

一
粒
会
委
員
長　

西
村
由
美
子

岡崎教会で行われた一粒会の集いで、挨拶をする松浦司教

講演会で「召命」につい
て話す窄口松雄神父（石
川地区宣教司牧チーム）

集いで一粒会について
話す委員長の西村由美
子さん

つ
い
て
、「
召
命
は
神
の
祝

福
の
道
を
歩
む
こ
と
、
清
い

も
の
に
な
り
な
さ
い
と
召
さ

れ
た
者
に
、
神
は
万
事
が
益

と
な
る
よ
う
計
ら
っ
て
く
だ

さ
る
。
ま
た
人
生
100
年
、
年

令
に
関
係
な
く
召
命
は
あ
り

ま
す
」
と
説
い
た
。

第
二
部
の
ミ
サ
は
、
松

浦
悟
郎
司
教
と
5
人
の
司

祭
、
助
祭
に
よ
っ
て
捧
げ
ら

れ
た
。
ミ
サ
の
中
で
松
浦
司

教
は
召
命
に
つ
い
て
「
神
様

は
人
が
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら

ず
っ
と
呼
び
か
け
ら
れ
る
。

そ
の
人
が
あ
る
日
『
は
い
』

と
答
え
る
時
を
慈
し
み
深
く

待
っ
て
お
ら
れ
る
」
と
話
し

た
。ミ

サ
の
終
わ
り
に
、
一
粒

会
指
導
司
祭
の
平
田
豊
彦
神

父
よ
り
良
き
便
り
と
し
て
、

岡
崎
教
会

2021年4月1日～2022年3月31日

科　　目 金　　額 備　　考
《収入の部》
一粒会献金　45教会 10,954,409
その他収入 329,796
当期収入合計 11,284,205 （A）
前期繰越金 25,955,390
収入合計 37,239,595
《支出の部》
東京カトリック神学院分担金 6,260,000
養成費（神学生、終身助祭） 2,524,930
修道会寄付金（8か所） 2,400,000
活動費①（事務費） 174,259
活動費②（神学院通信、一粒会だより） 237,650
当期支出合計 11,596,839 （Ｃ）
当期収支差額 -312,634 （Ａ）－（Ｃ）
次期繰越金 25,642,756 （Ｂ）－（Ｃ）

一
粒
会
特
別
会
計

２
０
２
１
年
度
会
計
報
告

2020年度会計より 教区会計の「神学生育成援助金口」と統合され、
新しく「一粒会特別会計口」となっています。

《説明》
〇収入⇒　青封筒の一粒会献金がほとんどで、約1100万円。
　　その他の収入は、一粒会以外の教区への献金です。
〇支出⇒
　・東京カトリック神学院分担金は、教区神学生が在席していなくて
　　も、支払い必要です。
　・�養成費には神学生以外にも終身助祭分も含まれます。現在、神学生1
人在席です。

　・�寄付金修道会は、教区内小教区運営に協力されている修道会への寄
付金です。

　・�一粒会の大きな支出は、上記3項目で「1100万円」を超えています。
　・�活動費①は、一粒会活動に係る交通費、送料、印刷費、会議費、消
耗品などの合計で、活動費②は、一粒会の中心的な行事、企画など
に係る費用。①②合わせて約41万円です。　

〇�当期収支は▲312,634赤字となり、前期繰越金より補充となります。
★�近藤神学生に続く新たな神学生が増えれば、さらに養成費が必要です。
皆さんのお祈りと献金で、神学生を育てていきましょう。

� 一粒会委員長・西村由美子

「
第
十
四
回
平
和
祈
念
の
集
い
」に

参
加
し
て

8
月
7
日
（
日
）「
平
和

祈
念
の
集
い
」
は
充
分
な
感

染
予
防
対
策
の
中
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
世

界
平
和
構
築
の
た
め
の
日
本

の
主
導
的
役
割
と
は
何
か
」

―
訪
日
さ
れ
た
教
皇
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
の
ご
期
待
に
応
え
る

た
め
に
―
、
講
師
は
仙
台
教

区
司
祭
佐
々
木
博
神
父
様
で

し
た
。
冒
頭
に
話
さ
れ
た
41

年
前
日
本
に
来
ら
れ
た
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
Ⅱ
世
教
皇
の
平

和
ア
ピ
ー
ル
「
戦
争
は
人
間

の
仕し

業わ
ざ
で
す
。
戦
争
は
人
間

の
生
命
の
破
壊
で
す
。
戦
争

は
死
で
す
」
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
の
現
実
と
重
な
り
心
に

刺
さ
る
も
の
で
し
た
。

講
師
の
第
一
の
優
先
課
題

は
「
な
ぜ
、
日
本
は
核
兵
器

禁
止
条
約
に
署
名
で
き
な
い

の
か
」
で
し
た
。
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
受
賞
さ
れ
た
サ
ー

ロ
節
子
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
の

中
の
「
核
兵
器
と
人
類
は
共

存
で
き
な
い
」
の
言
葉
は
心

に
残
り
ま
す
。

第
二
の
優
先
課
題
は
「
日

本
国
憲
法
こ
そ
が
世
界
平
和

実
現
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
原
動

力
に
す
る
」
で
し
た
。

平
和
憲
法
成
立
に
向
け
て

の
天
皇
陛
下
の
勅

ち
ょ
く

書し
ょ

や
当

時
の
内
閣
総
理
大
臣
の
演
説

を
不
勉
強
な
私
は
82
歳
の
今

初
め
て
読
む
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
の
文
を
読
む
限
り

「
日
本
国
憲
法
は
絶
対
に
変

え
て
は
い
け
な
い
。
世
界
の

宝
で
あ
る
」
と
の
神
父
様
の

お
話
は
心
か
ら
納
得
出
来
る

も
の
で
し
た
。

第
三
の
優
先
課
題
は
「
聖

書
に
学
ぶ
世
界
平
和
の
道

筋
」
で
し
た
。「
平
和
で
あ

る
キ
リ
ス
ト
ご
自
身
を
新
約

聖
書
の
中
に
見
る
こ
と
が
出

来
る
」
と
話
さ
れ
、
平
和
を

支
え
る
た
め
に
は
宗
教
の
大

切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
最

後
に
神
父
様
は
「
キ
リ
ス
ト

を
信
頼
し
平
和
を
つ
く
る
協

力
者
と
連
帯
的
グ
ロ
ー
バ
ル

な
教
育
を
広
げ
て
行
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
わ
が
国
は
世
界

平
和
の
た
め
に
主
導
的
な
国

と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

次
の
塩
谷
里
香
さ
ん
の
朗

読「
私
と
原
爆
と
の
関
わ
り
」

は
、
前
日
（
8
月
6
日
）
の

広
島
の
平
和
記
念
式
典
の
様

子
と
重
な
り
心
に
響
き
ま
し

た
。
こ
の
会
で
神
父
様
が
用

意
し
て
下
さ
っ
た
16
ペ
ー
ジ

に
わ
た
る
膨
大
な
資
料
は
貴

重
な
も
の
で
読
み
返
す
た
め

に
大
切
に
保
存
し
て
お
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
今

の
世
界
情
勢
と
日
本
の
現
状

に
即
し
た
有
意
義
な
集
い
で

し
た
。

�

（
南
山
教
会
・
前
田
ト
ヨ
）

世界平和構築について話す
佐々木博神父



（ 3 ）	 ２ ０ ２ ２ 年 1 ０ 月 ２ 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 4 ２ 7 号）

２
０
２
２
年
国
際
カ
リ
タ

ス
は
総
合
的
エ
コ
ロ
ジ
ー

に
関
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

『T
O
GET

H
ER�W

E

キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
』
を
開
始
し
ま
し

た
。
最
初
に
左
の
動
画
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

https://youtu.be/u6Qah-aGG7g

現
在
の
社
会
を
、
す
べ
て

の
人
の
尊
厳
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
に
変
え
て
い
く

『T
O
GET

H
ER�W

E

キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
』
動
画
を
見
て
皆

さ
ん
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
！

先
月
、
教
区
聖
年
の
た
め

の
「
巡
礼
指
定
教
会
」
リ
ス

ト
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
そ

の
際
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
こ
の
度
、
信
徒
使
徒
職

協
議
会
（
信
徒
協
）
が
作
成

し
た
巡
礼
マ
ッ
プ
が
完
成

し
、
皆
様
に
送
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
大
変
よ
く

で
き
て
お
り
、
こ
れ
を
活
用

し
て
、
ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
教

会
を
訪
れ
て
祈
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
た
巡
礼
指
定
教
会
に

は
、
100
周
年
記
念
ス
タ
ン
プ

名
古
屋
教
区
は
設
立
100
周

年
を
迎
え
4
月
24
日
に
開
幕

ミ
サ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
説

教
の
中
で
松
浦
司
教
は
「
こ

の
一
年
歴
史
を
学
び
、
祈
り

な
が
ら
、
巡
礼
を
し
な
が

ら
、
そ
し
て
分
か
ち
合
い
な

が
ら
、
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
信
徒
協
で
は
巡
礼

マ
ッ
プ
を
作
り
、
発
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
名
古

屋
教
区
の
歴
史
あ
る
教
会

で
、静
か
に
神
様
と
出
会
い
、

聖
霊
の
導
き
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
巡
礼
マ
ッ
プ
を
完

成
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い

で
す
。

（
信
徒
会
長　

平
松
富
男
）�

を
送
り
ま
す
の
で
、
訪
れ
た

巡
礼
者
の
た
め
に
、
聖
堂
の

入
り
口
な
ど
に
置
い
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

名
古
屋
教
区
の
中
に
あ
る

す
べ
て
の
小
教
区
は
、
私
た

ち
に
と
っ
て
大
切
な
共
同
体

で
あ
り
、
同
時
に
人
々
に
福

音
を
伝
え
る
拠
点
で
も
あ
り

ま
す
。
平
日
に
は
閉
ま
っ
て

い
る
可
能
性
が
り
ま
す
が
、

主
日
の
ミ
サ
に
参
加
す
る
な

ど
し
て
訪
問
し
て
く
だ
さ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

信
徒
使
徒
職
協
議
会
よ
り
聖
年
巡
礼
マ
ッ
プ
を
発
行

�

“
１
０
０
年
後
の
未
来
に
む
け
て
”

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
名

古
屋
支
部
主
催
の
「
松
浦
司

教
と
の
集
い
」
が
今
年
5
回

目
を
迎
え
た
7
月
2
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の

感
染
状
況
も
落
ち
着
い
て
き

て
い
ま
す
が
、
会
場
は
神
言

神
学
院
で
会
員
以
外
は
リ

モ
ー
ト
で
参
加
を
頂
き
ま
し

た
。参

加
者
は
会
員
で
7
名
と

指
導
司
祭
、
会
員
以
外
は
13

名
で
し
た
。
最
初
に
看
護
師

の
日
々
の
現
場
の
中
で
病
者

に
寄
り
そ
う
こ
と
が
で
き
て

い
る
か
悩
む
事
例
を
提
示

し
、
司
教
様
に
助
言
を
頂
き

ま
し
た
。

そ
の
後
講
演
会
に
入
り
、

キ
リ
ス
ト
教
の
人
間
理
解
に

基
づ
く
「
寄
り
そ
う
」
こ
と

に
つ
い
て
、
前
提
と
な
る
人

間
観
に
つ
い
て
お
話
頂
き
ま

し
た
。
人
間
に
は
立
ち
上
が

る
力
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
外

部
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
自
ら
の
中
か
ら
自

分
の
意
思
で
湧
き
起
ら
せ
る

た
め
に
「
共
に
あ
る
」
こ
と

が
必
要
と
知
り
、
自
分
た
ち

の
な
す
べ
き
こ
と
が
理
解
で

き
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

後
半
は
さ
ら
に
、
病
院

司
牧
の
た
め
に
（
信
徒
使

徒
職
養
成
シ
リ
ー
ズ
4
よ

り
「
病
人
の
危
機
と
信
仰
の

助
け
（
松
本
三
朗
）」）
を
用

い
、
大
切
な
人
と
和
解
で
き

な
い
ま
ま
終
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、
最
後
の
時
を
生
き

る
よ
う
に
で
き
た
な
ら
、
カ

ト
リ
ッ
ク
看
護
の
意
味
が
あ

る
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
最
後
は
分
か
ち
合

い
を
行
い
、
そ
の
思
い
を
共

有
で
き
た
貴
重
な
時
間
で
し

た
。

Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ａ
名
古
屋
支
部

�

横
山

名
古
屋
難
民
移
住
移
動
者

委
員
会
の
中
に
は
船
員
司
牧

と
言
う
活
動
が
あ
り
ま
す
。

名
古
屋
ス
テ
ラ
マ
リ
ス
（
船

員
司
牧
の
名
前
）
で
は
、
毎

月
1
回
名
古
屋
港
で
訪
船
を

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
訪
船

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
神
父
2

人
シ
ス
タ
ー
1
人
信
徒
5
人

で
す
。

私
た
ち
の
生
活
に
必
要
な

物
資
は
、
船
に
よ
っ
て
運
ば

れ
て
い
ま
す
。
名
古
屋
港
は

国
内
で
も
東
京
に
次
い
で
大

き
な
港
で
、
色
々
な
種
類
の

船
が
停
泊
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
が
主
に
訪
船
す
る
の
は

一
般
貨
物
船
で
す
。
以
前
は

乗
船
で
き
ま
し
た
が
、
今
は

コ
ロ
ナ
の
た
め
に
船
内
に
入

る
こ
と
も
で
き
ず
、
交
流
も

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
船
員
さ

ん
た
ち
が
降
り
て

き
て
短
い
時
間
で

す
が
、
お
話
を
し

た
り
船
長
さ
ん
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡

し
た
り
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
。
船

籍
は
色
々
で
す

が
、
船
員
さ
ん
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
や

ア
ジ
ア
系
の
方
が

多
く
働
い
て
い
ま

す
。
以
前
の
寄
付

の
呼
び
掛
け
に
応

え
て
3
つ
の
小
教
区
が
カ
ッ

プ
ラ
ー
メ
ン
を
届
け
て
く
だ

さ
り
、
ま
た
2
つ
の
小
教
区

が
ク
リ
ス
マ
ス
の
た
め
に
毛

糸
の
帽
子
を
編
ん
で
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
船
員
さ
ん
た
ち

は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
買
い
物

が
で
き
な
い
の
で
、
と
て
も

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
喜
ん
で
く
だ

さ
い
ま
す
。
今
は
、
非
常
に

機
械
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、

短
期
間
に
荷
物
の
積
み
下
ろ

し
を
済
ま
せ
、
す
ぐ
に
次
の

航
海
に
出
て
行
き
ま
す
。
長

い
間
、
家
族
と
も
会
う
こ
と

も
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

乗
船
を
交
代
す
る
こ
と
も
な

か
な
か
難
し
い
と
聞
い
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
を
支

え
て
い
る
船
員
さ
ん
た
ち
を

心
に
留
め
、
船
員
さ
ん
た
ち

の
た
め
に
祈
り
、
短
い
時
間

で
す
が
交
流
を
持
つ
こ
と
は

と
て
も
意
味
の
あ
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る

方
は
是
非
一
度
、
一
緒
に
訪

船
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会

問
い
合
せ
（
☎
０
５
２

－

９

５
３

－

９
４
８
０
）

名
古
屋
カ
ト
リ
ッ
ク
難
民
移
住

移
動
者
委
員
会
の
訪
船
活
動

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
名
古
屋
支
部
主
催
の

松
浦
司
教
と
の
集
い

名古屋教区典礼委員会からお知らせ

伊
い

藤
と う

輝
て る

巳
み

展
　女子パウロでもカレンダーの絵やシールなどの絵を書
いていただいています伊藤輝巳さんの展示会を行います。
ぜひ、観に来てください！
期　間　11月5日（土）～13日（日）
　　　　伊藤輝巳さん来店：5日と6日
会　場　名古屋聖パウロ書院　奥ホール
　　　　〒461-0004　名古屋市東区葵1-13-2
　　　　（カトリック布池教会向かい）
　　　　TEL：052-936-4443　FAX：052-799-4461
休　日　月曜日
オープン時間　平日、土曜日は10：00～17：45
　　　　　　　（日曜日：10：30～17：45）

すべてのいのちを守るための月間（2022）
　日本のカトリック教会は9月1日から10月4日まで「すべてのいのちを守るための月間」
と定めていますが、カリタスジャパンでは、国際カリタスキャンペーン「トゥギャザーウィー」
気づきの年の活動の一環として、キャンペーンの羅針盤ともいえる回勅『ラウダート・シ』
と『兄弟の皆さん』の中から、「共感した箇所または本月間にふさわしい箇所」を募集し
約70通の回答を頂きました。寄せられた箇所を、9月1日から毎日カリタスジャパンのフェ
イスブックページにて、またウェブサイトにも掲載しております。どうぞご覧ください。
ホームページ　https://www.caritas.jp/2022/09/01/5759/
フェイスブック　https://www.facebook.com/caritasjapan/
� 2022年9月5日　名古屋教区カリタス福祉委員会　委員長　山野聖嗣 神父

聖霊会 聖霊修道院主催
「New 賛美の集い2022」

　コロナ対策をしながら3年ぶりの賛美の集いをいよい
よ再開します！み言葉とテゼの歌、静かな美しい音楽
を聞きながら日常の雑音から少し離れてみませんか。
日　時　10月22日（土）、11月19日（土）、
　　　　12月17日（土）　各時間は19：00～20：00
　　　　賛美の集いと分かち合い。
場　所　聖霊ミッションセンターホール
　　　　〒466-0825　名古屋市昭和区八事本町1
　　　　�地下鉄名城線八事日赤病院 1番出口を出て右

方向へ、すぐの角を右折、次の角も右折。信
号を左折し門へ。徒歩5分

参加費　�無料、前もっての申し込みは必要ありません。
問合せ　☎052-832-0434　聖霊修道院
詳細は、チラシをご覧ください。

南山大学野外宗教劇公演のお知らせ
第56回「受難」

日　時　10月8日（土）
　　　　17：30開場　18：00～開演。
　　　　予備日10月16日（土）
場　所　�南山大学パッヘスクエア� �

名古屋市昭和区山里町18
入　場　無料。予約制です。
事前予約　�感染対策のため入場定員を設け

ます。以下の手順で申し込みくだ
さい。本文に、①お名前（フルネー
ム）、②メールアドレス、③天候
の関係で10月16日に延期された
場合来場されるのかを明記。

宛先は passion.play.56@gmail.com
なおご家族、友人に関わらず、1通につき
お一人様の申し込み。3日以内に返信が届
きます。
受付締切は10月5日（水）23：59迄。確実に
入場いただくためにぜひ事前予約を。
連　絡　�新型コロナ感染予防のためマスク

着用。野外は夕方から冷えますの
で防寒対策もお忘れなく。

問合せ　南山大学
　　　　☎052-832-3111
　　　　野外宗教劇「受難」係

巡
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新しいローマ・ミサ典礼書　会衆用式次第
データ共有について

2022年9月12日
名古屋教区典礼委員会�

フィラデルフィ・パヴォール神父

　ご承知の通り、今年の11月27日の待降節第1主日より、新しいローマ・ミサ典礼書
を用いてミサの実施がはじまります。既に7月1日付で松浦司教より通達がありまし
たように、名古屋教区では式次第について一律に決めることはせず、カトリック系
出版社などを通して購入していただくことになります。
　ただ、出版社によっては、現在予約した場合でも1月発送になるということで、小
教区よっては、独自に会衆用の式次第を作成されておられるところもあるようです。
　それで、今回、安城教会のボクダン神父と、石川地区の片岡神父から、式次第のデー
タの共有をいただきました。
　下記よりダウンロードしていただき、各小教区の事情にあわせて、編集など自由にし
てくださって構いませんが、印刷にあたっては、各教会の責任のもとでお願いいたします。
　なお、ほかにも貴小教区などで準備されて、このサイト上で共有しても構わない
ものがございましたら（外国籍の信徒のためのローマ字表記のものなども）お送り
いただけますと幸いです。どうぞ、よろしくお願いいたします。
データの送付先・問い合わせ先
フィラデルフィ・パヴォール神父まで　ngycatholit@gmail.com

●安城教会　ボクダン神父作成データ
PDF形式
http://nagoya.catholic.jp/download/2514/

●石川地区　片岡神父作成データ
PDF形式
http://nagoya.catholic.jp/download/2520/
Word 形式
http://nagoya.catholic.jp/download/2524/
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古
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面
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名
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屋
教
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一
般
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」
の

２
０
２
１
年
度
収
支
決
算
書
の
要
約
の
支

出
の
部
で
、
予
備
費
＝4,700,000

円
と

な
っ
て
い
ま
す
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、
正
し
く
は
「
繰
入
金

支
出
」
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

福 信 館福 信 館

ゴ
ー
ル

達成率
約79.3％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

646件�31,720,525円
（6/30現在）目標額 40,000,000円

協力協力協力協力

建
設
費
の
返
済
に

建
設
費
の
返
済
に

　　
をを

建
設
費
の
返
済
に

建
設
費
の
返
済
に

　　
をを

カトリック名古屋教区 
セクシュアル・ハラスメント 

対応委員会 
ホットライン 
 080-2625-4681

受付　月～金（祝日除く）　

時間　10：00～12：00　　　

13：00～16：00

名古屋市東区葵2-6-35

カトリック名古屋教区センター

相談の秘密、プライバシーは厳守します。 

安心してご相談下さい。

聖霊奉侍布教修道女会
（聖霊会）からラビリン
スメディテーションへの
お誘い
10月22日（土）、11月26日（土）
時　間　13：30～16：30
場　所　�聖霊ミッションセンター� �

（旧八事聖霊幼稚園）
　　　　�〒466-0825� �

名古屋市昭和区八事本町１
参加費　200円
交　通　地下鉄名城線八事日赤病院1番
　　　　�出口を出て右方向へ、すぐ

の角を右折、次の角も右折。
信号を左折し門へ徒歩5分

問合せ　�聖霊修道院� �
☎052-832-0434

2022年度正義と平和委員会
学習会のお知らせ

「やられた方から歴史を見る」
―�誰一人置き去りにしない�―

　名古屋教区正義と平和委員会主催の勉強
会は次の通り開催されます。
④日　時　10月14日（金）10：30～
　テーマ　「�誰も置き去りにしない SDGs」
　講　師　�古澤礼太さん（中部大学教員）
⑤日　時　11月11日（金）10：30～
　テーマ　「�見捨てられる福島原発事故」
　講　師　大沼淳一さん（原子力市民委員会）
　場　所　④、⑤いずれも福信館
　問合せ　カトリック名古屋教区
　　　　　正義と平和委員会
　　　　　〒461-0004　名古屋市東区葵2-6-29
　　　　　福信館気付　FAX�052-935-7195

カトリック看護協会（JCNA）
名古屋支部　主催

『大切ないのちを守り、
未来に繋げるために』
～東日本大震災から11年～

講　師　南原摩利
　　　　�（一般社団法人カリタス南相馬所長）
日　時　11月15日（火）18：30～19：30
　　　　【入室開始時間　18：00～】
参加方法　リモート（ZOOMでの開催）
対　象　どなたでも参加できます
参加費　無料
申込締切り　11月11日（金）
・�講演後に質疑応答・分かち合いの時
間を設けてあります。

・�申込みされたメールアドレスに
ZOOMの招待状をお送り致します。

申込・問合せ
JCNA名古屋支部　鈴木光恵
メール：jcna.nagoya@gmail.com
または社会福祉法人聖霊会カトリック
社会事業室
村木☎052－832－1181（内線7354）

サダナ ～神への道～【リピーターの会】
（入門ABC経験者のみ）

　聖イグナチオの霊性を基に、「心と知性の静けさ」
「神様との個人的な触れ合い」を体験します。
内　容　�AプラスとBプラスを実施� �

異なる内容で、両方参加可能
日　時　�● Aプラス（入門Aの上位版）� �

11月5日（土）9：30～17：00� �
※人数多数の場合は4日（金）も開催

　　　　�● Bプラス（入門Bの上位版）� �
11月6日（日）9：30～17：00� �
※人数多数の場合は7日（月）も開催

場　所　�聖霊会八事修道院　ミッションセンター�
名古屋市昭和区八事本町1番地（駐車可）

指　導　植
うえ

栗
ぐり

� 彌
わたる

神父（イエズス会）
問合せ　撹

かく

上
あげ

�暁
あき

子
こ

　　　　meil　ngosdn@gmail.com
　　　　☎050-7108-7410
　　　　�参加者の声を右QRコードより�

ご覧ください

聖マリアの無原罪教育 
宣教修道会

岐阜修道院からお知らせ
　10月の勉強会はお休みします。

2022年度
名古屋教区合同追悼ミサのご案内
■教区東八事第一墓地合同追悼ミサ
日　時　10月9日（日）14：00～（雨天中止）
■教区東八事第二墓地合同追悼ミサ
日　時　11月6日（日）14：00～（雨天中止）

《連絡》　�今年度も新型コロナウイルス感染防止のためマ
スク着用の事。体調のすぐれない方は無理の
ない様にお願いします。聖歌は歌いません。

《雨天中止について》
　当日のNHK朝の天気予報で午後はっきり雨と予
想された場合、合同追悼ミサは中止。当日は午前
11時まで事務所で電話の問い合わせに対応します。
中止の場合は12時に現地に追悼ミサ中止の看板を
設置。なお駐車場には限りがあり、霊園内への自
動車での入場をお断りする場合もあります。公共
交通機関をご利用下さい。
問合せ　�名古屋市東区葵2丁目6-35
　　　　�カトリック名古屋教区本部事務局内�

カトリック霊園管理事務所�
☎052-935-2223、Fax�052-935-2254

《お願い》
　名古屋市霊園管理事務所のご指導により墓地へ
の納骨の際は、申請・許可が必要です。八事霊園
の方は、事前に教区本部事務局墓地係までお知らせ
下さい。東八事霊園の方は管理会社㈱名古屋浄苑
（☎052-831-1370）までお問い合わせ下さい。

第17回 AJU ワインフェスタ
in 多治見修道院

日　時　11月3日（木）10：00～14：30
　　　　開場 9：30、雨天決行
場　所　��神言修道会多治見修道院� �

岐阜県多治見市緑ヶ丘38
　　　　（注意：小牧ワイナリーではありません）
参加費　前売り4,000円（当日販売なし）
　　　　※�限定1,500人。ワイン1本付き、記

念ワイングラス付き。20歳未満の方
は入場無料、ソフトドリンクは有料

催し物　��ワインセミナー／島幸子、� �
2022年産新酒ワインの販売、他

お食事　チーズ、パン、お肉など盛りだくさんの出店
交　通　��駐車場はございません。公共交通

機関をご利用ください。JR多治見
駅北口からシャトルバスを午前9時
から随時運行ご利用ください。又
は徒歩30分。

お願い　アルコール類は持ち込みNG
　　　　お酒はAJUのワインでお楽しみください。
主　催　社会福祉法人AJU自立の家
問合せ　��小牧ワイナリー内、AJUワインフェ

スタ実行委員会
　　　　�☎0568-79-3001� �

Fax0568-79-3002� �
E-Mail：komakiwinery@aju-cil.com

講演会のお知らせ「難民とともに歩む教会」
～「助けて下さい」の声にこたえて～

講演者　�ビスカルド篤子さん（カトリック大阪大司教区社会活動
センター・シナピス事務局）

日　時　�11月3日（木）（受付13：00）13：30～15：30
会　場　�カトリック布池教会大聖堂　地下ホール
交　通　�地下鉄桜通線「車道」下車　地下鉄東山線「新栄」下車� �

いずれも徒歩10分　公共交通機関をご利用ください。
駐車場　近隣に有料駐車場あり。
入場料　無料。要約筆記あり。
主　催　次世代を考える会（代表大水修）
問合せ　曽我 080-3404-5408　西谷 090-9179-7334
出席される方は、感染対策のためマスクの着用をお願いします。
詳細はチラシをご覧ください。

10月はロザリオの月
　ロザリオの信心は、聖ドミニコ（1170～
1221）が異端と戦っている時、聖母マリア
からの啓示を受けたのが始まりだとされて
います。さらにドミニコ会士らがこの信心
の普及に尽くしたことも大きいようです。
10月7日は「ロザリオの聖母」の記念日で
すが、これは1571年のギリシア・レパント
の海戦でキリスト教徒がオスマン・トルコ
軍に対して勝利を収めたことを記念して、
聖ピオ五世教皇（1566～1572）によって定
められました。この勝利は、ロザリオの祈
りによってもたらされた聖母の助けによる
ものであると信じられています。またレオ
十三教皇（1878～1903）は10月を「ロザリ
オの月」と定めました。


